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行変数X と列変数 Y が順序のある同じ分類からなる r × r正方分割表において, (i, j)セル確

率を πij (i = 1, . . . , r; j = 1, . . . , r)とする. 周辺同等 (MH) モデルは次のように表される [1]:

πi+ = π+i (i = 1, . . . , r),

ただし, πi+ =
∑r

t=1 πit, π+i =
∑r

s=1 πsiである. MHモデルは累積確率を用いて次のように表す

こともできる:

FX
i = F Y

i (i = 1, . . . , r − 1),

ただし, FX
i =

∑i
s=1 πs+, F

Y
i =

∑i
t=1 π+tである. MHモデルがデータに当てはまらないとき,

MHモデルの拡張モデルを当てはめることに関心がある. 任意の k (k = 1, . . . , r − 1)に対して,

k次一般化周辺非同等 (GMk) モデルを次のように提案する:

G−1(FX
i ) =

k−1∑
l=0

il∆l +G−1(F Y
i ) (i = 1, . . . , r − 1),

ここでGはG(−∞) = 0, G(∞) = 1を満たす狭義単調増加関数である. 特に∆0 = ∆1 = · · · =
∆k−1 = 0のときはMHモデルである. また, k = 1, G−1(x) = log(x/(1− x))のときは周辺累積

ロジットモデルである [2]. さらに, k = 1, G−1(x) = log(− log(1− x))のときは周辺累積補対数

対数モデルである [3].

任意の k (k = 1, . . . , r − 1)に対して, 周辺 k次積率一致 (MEk) モデルを次のように考える:

r∑
i=1

ilπi+ =
r∑

i=1

ilπ+i (l = 1, . . . , k).

このとき次の定理を得る:

定理 1 与えられた k (k = 1, . . . , r − 1)に対して, MHモデルが成立するための必要十分条件は

GMkモデルとMEkモデルの両方が成立することである.

この定理は Saigusa et al. [3] やMiyamoto et al. [4] 等の結果を含む.
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